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令和元年度 事業報告書 

 

 貸切バスの適正化事業実施機関として設立した当センターも、発足より３年が経過し、

巡回指導の体制整備も整い着実に事業計画も令和２年２月までは順調に推移して参り

ましたが、新型コロナウイルス感染拡大により、３月以降は国の自粛要請を受け巡回指

導を中止することとなった。 

 令和元年度における主な事業概要は以下のとおりである。 

 

① 当センターの柱の業務である巡回指導業務については、指導員の体制整備を進めつ

つ効率的な業務遂行を行うことにより計画件数を上回る実績となり、新型コロナウ

イルスの影響を受けながらも年度を終えることができた。巡回指導業務の一部を委

託契約している各地方バス協会は、新型コロナウイルスの影響等もあり計画件数を

下回る結果となった。 

   さらに、巡回指導に加え事業者向けに「運輸安全マネジメントセミナー」を実施し、

安全意識徹底への取り組みを推進した。なお、年度末に予定していた「運転者向け

安全運転講習会」については、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止とし

た。 

② 負担金については、平成３０年度を上回る単価水準であったもの、納入促進の周知

と複数回の督促等のきめ細やかな対応により、ほぼ前年度と同様に良好な納付状況

を収めることができた。 

③ 事業者への啓発活動、広報活動については、今回啓発メッセージ入りのエチケット

袋を企画製作して巡回指導時に配布し、貸切バス利用者の意識啓発を試みた。 

④ 組織の整備については、指導員を増員し、令和２年度からの毎年度１回の巡回指導

体制の構築に努めた。 

⑤ 上記の事業を推進するに当たり、評議員会を２回、理事会を５回、適正化事業諮問

委員会を３回開催し、迅速な意思決定を行うことができた。 

 

 以上、令和元年度の事業は本年２月頃までは概ね順調に推移したが、足元は新型コロ

ナウイルス感染拡大による影響が懸念される状況にある。今後は貸切バス業界の様相も

変化していくことも考えられ、その状況を見極めた上で、個別事業者への安全意識の浸

透策、啓発活動、広報活動の更なる強化及び毎年度１回の巡回指導のための効率化策を

検討していくこととした。 

 

各業務項目については、以下のとおりである 

 

１ 巡回指導業務 

（１）巡回指導 
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巡回指導業務を円滑に遂行するために本年度は適正化事業指導員を６名増員

し、巡回指導の体制整備を実施した。 

適正化事業の実施にあたっては、関東運輸局及び地方バス協会等との連携を図

り実施した。 

巡回指導結果については、センター及び地方バス協会において１，２１３の事

業所に巡回指導を行い、行政へ速報する重大違反案件が１件、８３９事業所に改

善要請を行ったが、改善報告を行わない事業者が３社、改善報告に未改善事項が

確認された事業者が２社あり、関東運輸局に報告した。 

本年度の巡回指導実施実績及び指導項目は次表のとおり。 

 

巡回指導実施実績数（関東運輸局管内） 

令和元年度 

 

実施計画 

営業所数 

（カ所） 

 

実施営業

所数 

（カ所） 

内  訳 

センター分 

（カ所） 

地方バス協会委託分

（カ所） 

計画件数 実施件数 計画件数 実施件数 

４月 １０９ ９０ ４０ ４５ ６９ ４５ 

５月 １１２ ９８ ５０ ５４ ６２ ４４ 

６月 １２０ １２１ ５０ ６０ ７０ ６１ 

７月 １１９ １２６ ５０ ６４ ６９ ６２ 

８月 １１１ １０６ ５０ ４７ ６１ ５９ 

９月 １１１ １２０ ５０ ６１ ６１ ５９ 

１０月 １０８ １１９ ５０ ６５ ５８ ５４ 

１１月 １０８ １０７ ５０ ５５ ５８ ５２ 

１２月 １１２ １０９ ５０ ５４ ６２ ５５ 

１月 １１８ １０７ ５０ ４６ ６８ ６１ 

２月 １１７ １０３ ５０ ３９ ６７ ６４ 

３月 １１３ ７ ５０ ６ ６３ １ 

計 １,３５８ １,２１３ ５９０ ５９６ ７６８ ６１７ 

 
指導項目 

区 分 件 数 
事業計画等 ５１ 
帳票類の整備・報告等 ４３５ 
運行管理等 １,６９８ 
運送引受書及び営業区域・運賃 ５７２ 
車両管理等 １５９ 
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労働基準法等 １８２ 
任意保険加入    ９ 
苦情処理  ４ 

運輸安全マネジメント等 ３００ 

その他 １０５ 

 
（２）適正化事業指導員の資質の維持、向上 

   首席指導員による内部研修を実施し、資質の向上を図った。 

 

（３）関東運輸局、センター、地方バス協会等との定例会議 

関東運輸局、センター及びセンターが実施する巡回指導業務の一部を委託した

地方バス協会並びに独立行政法人自動車事故対策機構とで、巡回指導業務の進捗

状況、問題等を把握するため定例会議を行った。 

（巡回指導の一部業務委託先） 

・一般社団法人東京バス協会、一般社団法人神奈川県バス協会、一般社団法人 

千葉県バス協会、一般社団法人埼玉県バス協会、一般社団法人茨城県バス協会、 

一般社団法人群馬県バス協会、一般社団法人栃木県バス協会、一般社団法人 

山梨県バス協会 

・独立行政法人自動車事故対策機構 

 

関東運輸局、センター及び地方バス協会等との会議実施状況 

  開催日 令和元年１２月２日（月） 

議 題 ・平成２９年８月から令和元年９月までの巡回指導結果 

    ・負担金の納付状況について 

    ・運送引受書等に関する Q＆A 

    

開催日 令和２年２月２５日（火） 

   議 題 ・手数料等に係る巡回指導マニュアルの改正について 

 

２ 負担金取扱業務 

   負担金については対象全事業者の９８．３％が納付した。未納事業者３者につ 

いては道路運送法に基づき関東運輸局長へ報告した。 

 

３ 苦情処理 

   旅客から寄せられる苦情等の受付業務は、電話及びインターネットで対応したが、

本年度においては、交通問題の苦情が１件であった。 

 

４ 啓発活動及び広報活動 

 貸切バス事業に関する秩序の確立に資するための啓発活動及び広報活動につい 
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ては、車内に設置するエチケット袋に啓発メッセ―ジを印字したものをセンターが 

企画製作して巡回指導先の貸切バス事業者に配布し車内で旅客に配布することを 

始めた。 

 

５ 総務業務 

 総務業務については、関係法令及び定款に基づいて評議員会及び理事会を開催し 

 審議結果に基づき、業務を推進した。 

   その他法定諮問委員会である適正化事業諮問委員会を適宜開催し、審議結果に基 

  づき事業を実施するとともに、業務の合理化・効率化に取り組み、適切な予算執行

に努めた。 

また、公益財団法人としての認識のもと的確に業務を遂行した。 

 

○会議  

令和元年度は次のとおり会議を開催した。 

 

（１）評議員会、理事会の開催 

 

＜１＞ 評議員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（２回） 

 

【第一回定時】令和元年６月２０日（木） 

議  題  ・「平成３０年度事業報告」の報告について 

・「平成３０年度収支決算」の承認について 

・役員（理事）の選任について 

報告事項  ・令和元年度第１回理事会、令和元年度第２回理事会の審議内容 

       について 

・平成３１年度負担金の納付状況について 

【第二回臨時】令和２年３月１０日（火）  

   決議事項   ・令和２年度事業計画、収支予算及び資金計画等について 

 報告事項  ・理事会の審議内容について 

        （令和元年度第３回理事会、令和元年度第４回理事会） 

       ・「非常勤適正化事業指導員の就業に関する規程」の一部改正につ 

いて 

                  ・「期末・勤勉手当支給取扱内規」について 

       ・巡回指導実施状況について 

       ・平成３１年度負担金の納付状況について 

 

＜２＞理事会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（５回） 

 

【第一回】 令和元年５月７日（決議の省略による開催） 

議  題 ・適正化事業諮問委員の選任について 
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【第二回】 令和元年５月３０日（木） 

決議事項 ・平成３０年度事業報告及び収支決算について 

・役員（理事）の任期満了に伴う候補者について 

     ・定時評議員会の招集について 

報告事項 ・理事長の職務執行状況について 

・平成３１年度負担金の納付状況について 

【第三回】 令和元年６月２０日（木） 

議  題 ・理事長の選定について 

報告事項 ・令和元年度第 1回適正化事業諮問委員会の審議内容について 

     ・令和元年度第 1回定時評議員会の審議内容について 

【第四回】 令和２年２月２５日（火） 

議  題 ・令和２年度事業計画、収支予算及び資金計画について 

・令和２年度負担金の額及び徴収方法について 

・地方バス協会に巡回指導業務の一部を委託する契約について 

・「非常勤適正化事業指導員の就業に関する規程」の一部改正につい 

 て 

・臨時評議員会の招集について 

報告事項 ・理事長の職務執行状況について 

     ・「期末・勤勉手当支給内規」について 

     ・巡回指導実施状況について 

     ・平成３１年度負担金の納付状況について 

【第五回】 令和２年３月６日（決議の省略による開催） 

議  題 ・「令和２年度負担金の額及び徴収方法」への文言の追加について 

 

（２）委員会の開催 

 

適正化事業諮問委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（３回） 

【第一回】 令和元年６月１２日（水） 

 報告事項 ・諮問委員の選任について 

議  題 ・諮問委員長の選定について 

     ・平成３０年度事業報告及び収支決算について 

その他報告事項・平成３１年度負担金の納付状況について 

       

【第二回】 令和２年３月２日（月） 

議  題 ・令和２年度事業計画、収支予算及び資金計画について 

・令和２年度負担金の額及び徴収方法について 

報告事項 ・「非常勤適正化事業指導員の就業に関する規程」の一部改正につい 

      て 

     ・「期末・勤勉手当支給取扱内規」について 

・巡回指導実施状況について 

・平成３１年度負担金の納付状況について 
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【第三回】 令和２年３月９日（決議の省略による開催） 

議  題 ・「令和２年度負担金の額及び徴収方法」への文言の追加について 

 

 

６ 寄附金による活動 

（１）事業者向けセミナーの開催 

事業者向けに、国土交通省認定「運輸安全マネジメントセミナー」を講師、会場

等を損保会社に依頼し実施した。 

令和元年度は、東京都３会場、埼玉県２会場、神奈川県１会場、千葉県３会場 

  の計９会場で実施し、全受講者は２６７名であった。 

（２）職員への研修 

   貸切バスを利用し、車内及び車外の表示等の確認、観光地における貸切バスの 

  運行状況、サービスエリア等の状況の観察等を行った。併せて茨城県バス協会との

合同会議を実施し、現状の巡回指導の問題点、また、今後の巡回指導体制について

意見交換を行った。 

 

７ その他 

（１）全国貸切バス適正化機関連絡会議 

   令和２年 1 月２３日（木）、２４日（金）経済産業省別館会議室において、国土

交通省が主催の全国貸切バス適正化機関連絡会議が開催され、首席指導員、適正化

事業指導員の２名が出席し、全国の適正化機関と情報交換等を行い、特に手数料の

取扱いについて議論を行い、その後の巡回指導の対応を変更することとなった。 
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令和元年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」 

第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在

しないので作成しない。 

 

 

 

 

令和２年５月 

公益財団法人 関東貸切バス適正化センター 

 

 

 

 

 

 

 


